
2020.3 .1 （4）西東京市公民館だより

「
お
と
な
が
学
ぶ　

こ
ど
も
の
権
利
」

講
演
会

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
西
東
京
の
会

　

西
東
京
市
に
で
き
た
子
ど
も
条
例

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
勉
強
会

で
子
ど
も
の
権
利
を
学
び
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

３
月
14
日

（土）
／
14
時
～
16
時
半
／
障

害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
フ
レ
ン

ド
リ
ー
）／
講
師
：
荒
牧
重
人 

（
山
梨

学
院
大
学
教
授
）／
参
加
費
500
円
／ 

「
愛
唱
歌
大
好
き
ｉ
ｎ
保
谷
」
春
風

に
、
心
う
き
う
き
愛
唱
歌

保
谷
女
声
合
唱
団

　

懐
か
し
い
愛
唱
名
歌
を
思
う
存
分

歌
っ
て
い
た
だ
く
企
画
で
す
。
あ
な

た
が
主
役
、
男
女
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。
さ
あ
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！

３
月
23
日

（月）
／
10
時
～
11
時
40
分

／
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
／
講
師
：

佐さ

の野
正ま

さ
か
ず一
（
東
京
芸
術
大
学
大
学
院

修
了
）／
参
加
費
千
円

第
15
回
定
期
演
奏
会保

谷
混
声
合
唱
団

　

近
藤
秀
明
指
揮
に
よ
る
演
奏
会
。

曲
目
：
組
曲
「
心
の
四
季
」、「
ホ
ー

ム
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
イ
ギ
リ
ス
編
」

ほ
か
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３
月
28
日

（土）
／
13
時
半
開
場
・
14

時
開
演
／
成
美
教
育
文
化
会
館 

／
入
場
料
500
円

令
和
元
年
度 

第
2
回
報
告
会

　

10
月
か
ら
３
月
ま
で
に
実
施
さ
れ

た
市
民
企
画
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、

実
施
団
体
が
報
告
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

時 

３
月
28
日

（土） 

14
時
～

場 

柳
沢
公
民
館

第
22
回
ス
ケ
ッ
チ
の
会
水
彩
画
作
品
展

ス
ケ
ッ
チ
の
会

　

野
外
ス
ケ
ッ
チ
、
静
物
画
な
ど
水

彩
画
を
楽
し
む
仲
間
の
作
品
展
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
３
日

（火）
～
８
日

（日）
／
10
時
～
16

時
（
初
日
13
時
か
ら
）／
柳
沢
公
民
館

公
民
館
運
営
審
議
会

※
希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

時場内連

お
た
の
し
み
川
柳

編

集

後

記

記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
5
つ
。
解
答
は
2
面
下
に
。

3
月
18
日

（水） 

18
時
半
～

柳
沢
公
民
館

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

柳
沢
公
民
館

☎
042
・
464
・
８
２
１
１

茨
木
の
り
子
の
詩
と
思
索
を
巡
る
旅

第
２
回
・
春
の
集
い

茨
木
の
り
子
の
家
を
残
し
た
い
会

　

茨
木
さ
ん
の
絵
本
「
貝
の
子
プ
チ

キ
ュ
ー
」読
み
聞
か
せ
、
Ｃ
Ｄ「
わ
た

し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
」
他

鑑
賞
、
朗
読
等
を
楽
し
み
ま
す
。

３
月
29
日

（日）
／
14
時
～
16
時
半
／ 

柳
沢
公
民
館

田
無
英
会
話
サ
ー
ク
ル

下
手
で
も
英
語
で
話
そ
う
と
す
る
人

向
き
。
和
気
満
点
、
外
国
人
教
師
。

第
１
・
３
土
曜
日
／
18
時
15
分
～
20

時
15
分
／
下
宿
地
区
会
館
／
入
会
金 

2
千
円
・
月
額
２
千
500
円

紀
風
会

漢
詩
、
和
歌
、
近
代
詩
を
吟
詠
し
ま

す
。
初
心
者
歓
迎
。
健
康
に
良
し
。

第
１
・
３
金
曜
日
お
よ
び
第
２
・
４
土

曜
日
／
10
時
～
12
時
／
ひ
ば
り
が
丘 

公
民
館
ほ
か
／
月
額
２
千
円

西
東
京
市
囲
碁
同
好
者
連
盟

多
摩
地
区
対
抗
団
体
戦
へ
の
参
加
を

目
的
と
し
た
囲
碁
同
好
者
の
募
集
。

月
２
・
３
回
不
定
期
／
田
無
公
民
館 

ほ
か
／
年
額
500
円

川
柳　

柳
朗
会

川
柳
で　

心
豊
か
な　

友
が
増
え

見
学
歓
迎
。

第
２
・
４
木
曜
日
／
13
時
～
16
時
／

田
無
公
民
館
ほ
か
／
月
額
千
500
円

）歌
謡
つ
き
よ
の
会

一
カ
月
に
新
曲
２
曲
、
譜
面
を
見
な

が
ら
正
し
く
歌
い
、
楽
し
ん
で
ま
す
。

月
４
回
月
曜
日
／
18
時
半
～
20
時
半

／
ひ
ば
り
が
丘
福
祉
会
館
／
月
額
500

円
／
60
歳
以
上
対
象

保
谷
女
声
合
唱
団

愛
唱
名
歌
を
ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
歓
迎
。
一
度
見
学
を
。

月
３
回
水
曜
日
／
９
時
50
分
～
12
時

15
分
／
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
／
入
会

金
千
円
・
月
額
５
千
円

稲
門
寺
子
屋
西
東
京

小
・
中
学
生
対
象
の
無
料
学
習
塾
。

詳
細
は
公
民
館
に
あ
る
チ
ラ
シ
で
。

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
①
17
時
～

②
18
時
40
分
～
、
毎
週
土
曜
日
①

９
時
～
②
10
時
半
～
／
田
無
総
合 

福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

保
谷
歴
史
探
訪
会

各
地
の
史
跡
・
旧
跡
等
を
訪
ね
、一
緒

に
ま
ち
歩
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

第
４
日
曜
日
／
10
時
～
15
時
／
都
内
各 

所
／
年
額
２
千
円

コ
ン
ベ
ッ
ク

料
理
を
作
る
楽
し
さ
を
男
た
ち
も
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
３
土
曜
日
／
13
時
半
～
17
時
／
消

費
者
セ
ン
タ
ー
分
館
／
入
会
金
千 

円
・
月
額
500
円
／
男
性
対
象

麻
雀
倶
楽
部

健
康
麻
雀
で
脳
の
活
性
化
を
。
頭
を

使
っ
て
若
返
り
。
仲
間
を
募
集
中
。

　

厚
生
労
働
省
の
２
０
１
７
年
調

査
に
よ
る
と
、
30
年
前
と
比
べ
て

「
１
人
世
帯
」が
90
％
増
、「
２
人
世

帯
」が
113
％
増
、
逆
に
「
５
人
世
帯
」

43
％
減
、「
６
人
以
上
世
帯
」は
62
％

減
と
の
こ
と
で
、
年
々
、
世
帯
人
数

の
減
少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

去
年
、
公
民
館
講
座
を
終
え
、
午

後
の
用
事
に
備
え
て
昼
食
を
済
ま
せ

て
し
ま
お
う
と
柳
沢
公
民
館
の
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
で
ラ
ン
チ
を
し
て
い
た
時
、

お
隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
た
高
齢
の

女
性
に
「
そ
の
カ
レ
ー
美
味
し
そ
う

ね
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

   

今
で
は
珍
し
く
な
い
女
性
の
外
食

時
の
「
お
ひ
と
り
様
」
も
、
そ
の
方

の
若
い
頃
に
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
、

「
岩
手
県
宮
古
の
チ
キ
ン
カ
レ
ー
だ

そ
う
で
す
よ
」と
答
え
る
と
、「
時
々
、

講
座
の
帰
り
に
、
こ
こ
に
寄
っ
て

コ
ー
ヒ
ー
飲
む
の
よ
」
と
の
こ
と
。

お
互
い
の
参
加
講
座
の
内
容
を
話
し

た
り
、
ロ
ビ
ー
展
示
の
感
想
を
言
い

合
っ
た
り
と
、
食
後
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
じ
ゃ
あ
、

今
度
は
お
ス
ス
メ
の
カ
レ
ー
、
試
し

て
み
る
わ
ね
（
笑
）」と
帰
っ
て
行
か

れ
ま
し
た
。

　

最
近
読
ん
だ
本
に
よ
れ
ば
、
誰
か

と
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
、
人
間
が
持
っ
て
い
る
「
親
和

欲
求
」と
い
う
も
の
で
、
よ
り
安
全

で
安
心
で
き
る
居
場
所
を
創
る
た
め

の
人
間
の
本
能
の
一
種
だ
と
の
こ
と
。

こ
う
し
た
や
り
と
り
が
生
ま
れ
る
の

も
、
公
民
館
利
用
者
同
士
と
い
う
仲

間
意
識
、
こ
こ
は
安
全
な
場
所
と
い

う
意
識
が
あ
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

  

こ
の
柳
沢
公
民
館
の
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
の
名
前
は
、「
ふ
れ
あ
い
」と
言

い
ま
す
。

※タッチの違いや色の濃淡は間違いに含みません。

今
月
の
お
題
「
節
」

5
月
号
の
お
題

締  

切

 「 

結 

」
で
す

3
月
25
日

（水）

編
集
室
で
は
、
み
な
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公
民
館
に
郵
送
、

メ
ー
ル
、
持
参
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

親
切
で
や
っ
た
つ
も
り
が
お
節
介	

上
田
政
和

節
約
を
す
る
人
み
ん
な
太
っ
腹	

高
橋　

功

子
に
勝
る
親
も
着
飾
る
初
節
句	

ひ
ば
り

3月11日　いのちの日
　2011年 3月11日に発生した東日本大震災で
は多くの命が失われました。命の尊さを思い、
命の大切さを考え、震災で学んだことを風化さ
せることなく災害に備えようと「震災時医療を
考える会（Ｔｅａｍ Ｅｓｔｅｅｍ）」が制定しました。      

 【作画者】萩
はぎわら

原育
はぐみ

美（北町）

　

五
日
市
街
道
脇
の「
倚い

そ
う
ひ

鍤
碑
」の

意
味
を
知
っ
た
の
は
、
つ
い
一
年

ほ
ど
前
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
何

度
も
前
を
通
っ
て
い
た
の
に
。
地

元
と
言
っ
て
も
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
。　

 

（け）

公
運
審
委
員 

小
林
道
子

「
居
場
所
」と
し
て
の
公
民
館

時とき 場ところ

毎
週
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
／
13
時

～
18
時
／
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

※
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

定定員 連連絡先内内容 講講師 ￥費用等 申申込

初
め
て
の
グ
ルー

プ
は 

　

初
め
て
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
自

主
グ
ル
ー
プ
を
特
に
歓
迎
し
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
事
業
企
画
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
場
合
は
、
各
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
期
の
申
請
受
け
付
け
に
つ
い
て 

　

第
１
期
に
申
請
す
る
自
主
グ
ル
ー

プ
は
、
第
１
回
説
明
会
に
必
ず
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】

  

６
月
10
日

（水）
～
７
月
31
日

（金）

【
申
請
期
間
】

  

３
月
12
日

（木）
～
19
日

（木）

※
平
日
９
時
～
17
時
に
受
け
付
け
ま

す
（
土
・
日
、
祝
日
、
夜
間
は
除

き
ま
す
）。

〈
3
面
か
ら
の
つ
づ
き
〉

　利用者のみなさんと一緒に、より
よい公民館の運営について考える利
用者懇談会を開催します。ぜひご参
加ください。
◆懇談会日程

公民館 月　日 開始時間

田 無 3月 7 日（土） 10：00

谷 戸 3月 7 日（土） 14：00

柳 沢 3月21日（土） 10：00

保 谷 駅 前 3月21日（土） 10：00

ひばりが丘 3月28日（土） 14：00

利用者懇談会のお知らせ

※芝久保公民館は２月29日（土）に
　実施。

5
月
1
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
日

は
、3
月
19
日

（木）
で
す
。


